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FGFR2
FGFR2; BEK; KGFR; KSAM; Fibroblast growth factor receptor 2; FGFR-2; K-sam; KGFR;
Keratinocyte growth factor receptor; CD antigen CD332
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は線維芽細胞増殖因子受容体ファミリーのメンバーであり、アミノ酸配列はメンバー間および進化を通じて高度に保存されています。FGFRファミリーのメンバーは、リガンド親和性と組織分布において互いに異なります。代表的な全長タンパク質は、3つの免疫グロブリン様ドメイン、1つの疎水性膜貫通セグメント、および細胞質チロシンキナーゼドメインからなる細胞外領域で構成されています。タンパク質の細胞外部分は線維芽細胞増殖因子と相互作用し、下流シグナルのカスケードを開始させ、最終的に有糸分裂誘発と分化に影響を与えます。このファミリーメンバーは、アイソフォームに応じて、酸性、塩基性、および/またはケラチノサイト増殖因子に対する高親和性受容体です。
	研究分野
	MAPK_ERK_Growth;MAPK_G_Protein;エンドサイトーシス;アクチンと細胞骨格を調節する;がんにおける経路;前立腺がん;
	画像データ
	

	FGFR2抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	FGFR2抗体を用いたA549細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	Bekポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	Bekポリクローナル抗体を用いたA549細胞のウェスタンブロット解析

